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日中民間交流の促進を訴える杉山幹夫会長 

＝岐阜市、岐阜商工会議所 

葛廣彪総領事に６０周年行事の案内を渡

し、説明する杉山幹夫会長＝駐名古屋中国

総領事館 

 

 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
は

５
月
23
日
、
２
０
１
５
年
度

定
期
総
会
を
開
き
、
本
年
度
予

算
、
事
業
計
画
な
ど
を
承
認
、

創
立
60
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
９
月
５
日
に
文
化
の
つ
ど

い
と
記
念
式
典
を
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

当
協
会
は
１
９
５
５
年
９

月
20
日
、
日
中
友
好
協
会
岐

阜
支
部
と
し
て
誕
生
。
日
本
と

中
国
の
国
交
は
途
絶
え
、
望
郷

の
念
を
抱
く
日
本
人
が
中
国

大
陸
に
お
り
、
県
内
に
も
日
中

戦
争
の
傷
跡
が
残
る
頃
で
し

た
。
翌
56
年
か
ら
県
内
の
中

国
人
殉
難
者
の
遺
骨
送
還
運

動
に
参
加
し
、
不
戦
と
人
道
主

義
に
立
っ
た
当
協
会
の
活
動
の
原
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
中
国
交
正
常
化
の
10
年
前
の
１
９
６
２
年

に
は
岐
阜
市
と
杭
州
市
の
日
中
不
再
戦
碑
文
交
換

に
も
深
く
か
か
わ
り
、
国
交
正
常
化
後
は
両
市
の
友

好
都
市
を
は
じ
め
、
県
内
の
民
間
交
流
の
さ
き
が
け

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
国
の
残
留
日
本
人
孤
児
・

婦
人
と
家
族
と
の
手
紙
の
翻
訳
、
帰
国
後
の
社
会
復

帰
へ
の
支
援
、
会
員
に
よ
る
中
国
人
留
学
生
へ
の
奨

学
金
支
援
、
中
国
語
や
太
極
拳
の
普
及
、
訪
中
団
の

派
遣
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
は
戦
後
70
年
。
そ
の
節
目
に
創
立
60
周
年
を

迎
え
、
杉
山
幹
夫
会
長
は
「
不
戦
の
誓
い
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
民
間
交
流
を
深
め
て
い
く
」
と
活
動
方

針
が
示
し
、
会
員
拡
大
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

「
日
中
友
好
文
化
の
つ
ど
い
」
と
「
記
念
式
典
」

は
そ
の
節
目
の
行
事
で
あ
り
ま
す
。
「
文
化
の
つ
ど

い
」
は
長
良
川
国
際
会
議
場
で
会
員
の
株
式
会
社
イ

ン
フ
ォ
フ
ァ
ー
ム
会
長
辻
正
氏
が
能
楽
「
楊
貴
妃
」

を
舞
い
、
中
国
琵
琶
の
演
奏
も
。
「
記
念
式
典
」
は

「
文
化
の
つ
ど
い
」
終
了
後
、
会
場
を
隣
の
岐
阜
都

ホ
テ
ル
に
移
し
、
各
界
の
来
賓
を
招
い
て
行
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
60
周
年
記
念
冊
子
の
発
行
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
の
開
催
、
朝
日
大
学
と
の
講
演
会
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
亀
之
内
前
理
事
長
逝
去
に
伴
う
理
事

補
充
が
行
わ
れ
、
会
員
の
大
友
克
之
朝
日
大
学
学
長

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
朝
日
大
学
は
大
友
学
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
長
年
中
国
の
大
学
と
学
術
交

流
、
学
生
や
教
員
の
派
遣
を
し
て
お
り
、
昨
年
に
は

村
山
元
総
理
岐
阜
講
演
会
で
協
力
を
得
ま
し
た
。 

 

 

５
月
26
日
、
杉
山
幹
夫
会
長
、
土
屋
康
夫
理
事
長
、

辻
正
氏
が
中
国
駐
名
古
屋
総
領
事
館
を
訪
れ
、
葛
広

彪
駐
名
古
屋
総
領
事
と
会
見
、
９
月
５
日
の
「
文
化

の
つ
ど
い
」
と
「
60
周
年
記
念
式
典
」
の
案
内
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。 

 

葛
総
領
事
は
中
日
友
好
交
流
大
会
で
の
習
近
平

国
家
主
席
談
話
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
中
日
友
好
の

根
本
は
民
衆
の
友
好
で
あ
る
。
両
国
の
関
係
が
困
難

な
と
き
は
友
好
人
士
の
積
極
的
な
働
き
が
必
要
と

な
り
、
改
善
に
向
か
う
と
き
に
は
友
好
人
士
の
さ
ら

な
る
積
極
的
な
推
進
活
動
が
必
要
と
な
る
。
岐
阜
県

日
中
友
好
協
会
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
民
間
交
流
の

伝
統
の
発
揚
と
、
岐
阜
県
と
中
国
の
民
間
友
好
交
流

の
促
進
に
対
し
多
く
の
貢
献
を
期
待
す
る
」
と
語
り
、

こ
れ
に
対
し
、
杉
山
会
長
は
「
戦
後
70
周
年
は
日
中

両
国
に
と
っ
て
重
要
な
節
目
で
あ
る
。
戦
争
を
経
験

し
た
世
代
の
一
人
と
し
て
、
歴
史
と
向
き
合
い
、
末

永
い
平
和
友
好
の
実
現
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
今

年
は
当
協
会
が
誕
生
し
て
60
年
を
迎
え
る
。
９
月
の

記
念
行
事
を
契
機
と
し
て
岐
阜
県
と
中
国
の
民
間

交
流
・
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
不
断
の
努
力
を
払

っ
て
い
く
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

 

 



岐阜県日本中国友好協会 ウェブページ http://jcfa-gifu.jimdo.com/ （最新更新情報は Facebookから） 

中国語の歌を大合唱する日中の学生たち 

＝５月１９日、北京市内 

新会長に決まった丹羽宇一郎氏（76）。隣は岡崎温理事

長＝東京・日本教育会館 

岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
は
、
南
京
城
壁
保
存
修
復

協
力
事
業
２０
周
年
を
記
念
し
た
日
中
友
好
大
学
生

訪
中
団
に
朝
日
大
学
推
薦
の
学
生
２
人
を
派
遣
、
鈴

木
高
啓
事
務
局
長
が
引
率
者
を
務
め
ま
し
た
。 

大
橋
利
紀
さ
ん
（
２０
）
＝
法
学
部
３
年
、
大
垣
市

＝
と
早
野
莉
央
さ
ん
（
２０
）
＝
経
営
学
部
３
年
、
垂

井
町
＝
で
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
約
１
０
０
人
の

大
学
生
に
交
じ
っ
て
中
国
の
学
生
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

 

今
回
は
（
公
社
）
日
中
友
好
協
会
と
中
日
友
好
協

会
の
協
議
に
基
づ
い
て
全
国
各
地
の
協
会
員
と
学
生

合
わ
せ
て
２
０
０
人
余
の
大
型
訪
中
団
が
編
成
さ
れ
、

５
月
１５
日
、
南
京
で
開
催
さ
れ
た
記
念
行
事
（
両
協

会
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
、
江
蘇
省
人
民
対
外

友
好
協
会
主
催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

当
日
あ
い
に
く

の
雨
の
た
め
、
記

念
式
典
は
南
京
中

日
友
好
会
館
で
開

か
れ
、
参
加
者
は

日
中
両
国
合
わ
せ

て
４
０
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
日
中

双
方
の
代
表
は
ス

ピ
ー
チ
の
な
か
で
、

歴
史
を
正
し
く
理

解
し
、
未
来
に
わ

た
っ
て
日
中
両
国

の
友
好
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。 

式
の
後
、
大
学

生
訪
中
団
は
南
京
、
蘇
州
、
上
海
、
北
京
を
訪
れ
、
南
京
大
学
、
東

南
大
学
、
蘇
州
大
学
、
北
京
外
語
大
学
、
北
京
音
楽
学
院
の
学
生
と

の
交
流
会
に
臨
み
ま
し
た
。 

各
大
学
と
も
日
本
語
専
攻
の
学
生
た
ち
が
参
加
、
日
中
両
国
語
を

交
え
て
の
交
流
と
な
っ
た
。
大
橋
さ
ん
、
早
野
さ
ん
と
も
初
め
て
の

訪
中
だ
っ
た
が
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
伝
え
ら
れ
る
中
国
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
異
な
る
親
し
み
深
い
若
者
を
そ
の
目
で
見
て
、「
中
国
の
印
象

が
変
わ
っ
た
」
と
口
々
に
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

大
学
生
訪
中
団
は
約
半
数
は
中
国
語
を
未
修
得
、
６
割
以
上
が
初

の
訪
中
で
し
た
。
し
か
し
そ
こ
は
学
生
。
見
る
も
の
聞
く
も
の
感
じ

る
も
の
全
て
が
新
鮮
で
、
柔
軟
な
感
性
で
受
け
止
め
、
意
義
深
い
体

験
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

 

当
協
会
で
は
本
年
度
か
ら
学
生
会
員
の
入
会
（
在
学
中
は
会
費
免

除
）
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
を
捉
え
、
積
極
的
に
学
生
を
派
遣
し
、
民
間
交
流
の
担
い
手
の
育

成
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。 

 

（
文
、
写
真
と
も
鈴
木
） 

 

（
公
社
）
日
中
友
好
協
会
の
新
会
長
に
丹
羽
宇
一
郎
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
６
月
か
ら
１
２
年
１１
月
ま
で
民
間
出

身
と
し
て
初
の
駐
中
国
大
使
を
務
め
、
加
藤
紘
一
元
自
民
党
幹

事
長
の
後
任
と
し
て
６
代
目
の
会
長
と
な
り
ま
す
。
６
月
１８
日
、

東
京
で
の
第
６
回
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
に
開
か
れ
た
日
中
友
好
協
会
創
立
65
周
年
記
念
祝
賀
会
の

冒
頭
挨
拶
の
中
で
、
丹
羽
新
会
長
は
「
２
０
１
２
年
の
国
交
正

常
化
60
周
年
の
際
に
は
日
中
関
係
の
問
題
に
よ
っ
て
予
定
さ

れ
て
い
た
６
０
０
以
上
の
活
動
が
中
止
と
な
り
、
大
変
悔
し
い

思
い
を
し
た
。
２
０
１
７
年
の
45
周
年
に
は
ぜ
ひ
多
く
の
交
流

活
動
を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

丹
羽
新
会
長
は
名
古
屋
市
出
身
で
名
古
屋
大
卒
。
伊
藤
忠
商

事
の
社
長
や
会
長
を
歴
任
、
日
中
の
経
済
協
力
を
大
い
に
進
め

ま
し
た
。
そ
れ
に
大
使
と
し
て
の
経
験
が
加
わ
り
、（
公
社
）
日

中
友
好
協
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
現

理
事
長
は
愛
知
県
日
中
友
好
協
会
副
会
長
の
岡
崎
温
氏
。
会

長
・
理
事
長
と
も

に
愛
知
県
出
身
と

な
り
、
隣
県
の
当

協
会
に
と
っ
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
、
今
後
も
日

中
友
好
協
会
、
愛

知
県
協
会
と
の
連

携
を
一
層
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

南京城壁保存修復協力事業２０周年の記念式典 

＝５月１５日、南京中日友好会館 


